
光ハイブリッド触媒技術の説明



光触媒
　紫外線(380nm以下)が当たると活性酸素種を生成
　抗菌、消臭、浄化、防汚等に効果を発揮
　溶出、揮発など消耗しないので長寿命

　　・光がないところでは効果なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・有機物を分解するので、有機系の基材や固定材も分解
　　　する。よって、実用レベルとしては低く、用途が制約される。

抗菌剤、消臭剤
　光に無関係にはたらくが、反応、揮発、溶出、吸着等によって
機能しており、寿命に限りあり

両材料を複合化して利点を活かし、弱点をカバー
光ハイブリッド触媒　と呼んで光触媒と区別しています
　

１．-１　光触媒と光ハイブリッド触媒の違い



１．-２　e+(アースプラス)の主成分

e+(アースプラス)の主成分は全て食品添加物に認可されています。



光ハイブリッド触媒はe+(アースプラス）を使ったコア
技術。なんらかの方法でものの表面に固定する必要
あり加工方法が異なる2種類の光ハイブリッド触媒

溶射タイプ
→溶融させたe+（アースプラス）を飛ばして加工対象に衝突さ
せて固定

製品の例　e+water(水処理装置)、デオルミタイル等
特　　　徴　高機能（塩素１ppm相当）・色（グレー）・用途限定　
　

塗料タイプ
→　接着剤でe+（アースプラス）を加工対象に固定
製品の例　e+air、デオルミペイントエコ、未来布(マイライフ)等
特　　　徴　低機能（遅効性）・色（透明～乳白色）・汎用性あり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※色の制約は用途による。

１．-３　２種類のe+（アースプラス）

信州セラミックスは、低温溶射という独自の技術により、　
不織布等の高分子材料への加工を可能にしております。



材料物質を溶融させて飛ばし、被加工物に衝突させて皮膜を形成

溶射皮膜　被加工物

溶射装置
ガス

原料 約3000℃

溶融した原料の液滴

１．-４　機能の差（溶射タイプとは？）塗料タイプとの比較

基　　
材

:e+（アースプラス）［溶射タイプ皮膜断面の概略図
］

数10～数100μm

溶射の衝撃により基材に食い込んで密着する

溶射

※基材はセラミックや金属、不織布等

［塗料タイプ皮膜断面の概略図］

露出しているe+（アースプラス）が機能します。　
低温溶射の方が露出度が多く効力が高い。

露出しているe+（アースプラス）が機能します。　
低温溶射の方が露出度が多く効力が高い。

溶射タイプ



電気伝導性

ヒーター

バーナーで焼き切られにくい

　　　摺動部材

半導体製造装置、医療機器の可動部

魚のすり身
数分後

かまぼこのできあがり
セラミックス電極

「すり身」の電気抵抗で発熱

ジュール加熱用電極

耐磨耗性

耐熱性

金庫の扉

耐食性

往復

回転

１．-５　溶射の用途（e+（アースプラス）以外）



試験機関　公的試験機関
サンプル　溶射不織布
菌種　　　黄色ブドウ球菌　Staphylococcus arureus IFO 12732
　　　　　大腸菌 　Escherichia coli  IFO 3972
　　　　　緑膿菌　　　　　Pseudomonas aeruginosa IFO 13275
試験法　　検体に菌液を滴下して35±1℃下で保存し3時間後の生菌数を測定

< 10

1.3×105

2.5×105

大腸菌

1.7×1043.8×105未加工品

< 10< 10

35℃
3h後

溶射不織布

1.3×1053.5×105接種直後

緑膿菌黄色ブドウ球菌生菌数

菌液接種
35℃ 3h

菌液を洗い出し、生
菌数をカウント

写真は溶射タイルです

１．-６　効果（溶射）



大腸菌　　　　　　　黄色ブドウ球菌　　　　　　　 緑膿菌
6時間後　　　　　　　　　3時間後　　　　　　　　 3時間後

未処理

溶射

不織布

１．-７　効果（溶射の続き）



バインダー(接着剤)でe+（アースプラス）を被加工物に固定
塗って乾燥させれば効果を発揮
用途に合わせた材料設計により、各種素材に加工が可能

例：繊維製品・建築資材・化粧品・・・

e+（アースプラス） 塗料化したもの

e+（アースプラス）

基材(被加工物)  

バインダー

１．-８　塗料タイプとは？



光触媒は有機物を分解します。

そこで･･･

活性(強さ)の調節 添加剤等
バインダーの選定

実用的な効果と長寿命を両立した　
　光ハイブリッド触媒

e+(アースプラス)塗料を実用化

光触媒

バインダー

①光が当たると･･･ ②活性酸素が発生 ③脱落

バインダーを分解 触媒を固定できなくなる

④基材は劣化、
　効果は減衰

長寿命のはずが･･･

１．-９　光ハイブリッド触媒の工夫（塗料タイプ）



試験機関　公的試験機関
サンプル　未来布(マイライフ) 
試験法　　JIS L 1902 : 1998 「繊維製品の抗菌性試験方法」定量試験
菌種　　　黄色ブドウ球菌　Staphylococcus arureus ATCC 6538P
　　　　　大腸菌 　Escherichia coli (IFO 3301) 
洗濯法　　JIS L 0217, 103 号 (ただし JAFET標準洗剤を使用) 

減菌率 (%) = (初菌数 － 生菌数)／初菌数 × 100

洗濯100回

洗濯0回 > 99.9%<20> 99.9%<20
37℃
18h後

未
来
布 99.9%>20> 99.9%<20

－1.5×104－2.0×104接種直後

－2.4×107－1.9×107未加工品

減菌率生菌数減菌率生菌数
測定

試料

大腸菌黄色ブドウ球菌

１．-１０　効果（塗料）



経口急性毒性試験
　ラット (ネズミ) にe+を飲ませて経過を観察する試験

変異原性 (発ガン性) 
　e+の発がん性の有無を確認する試験

細胞毒性試験
　e+から毒性のある溶出物が出ているかどうかを確認する試験

皮膚感作性試験
　モルモットの皮膚にe+を接触させ、経過を観察する試験

皮膚一次刺激性試験
　ウサギの皮膚にe+を加工した繊維製品を接触させ、経過を観察する試験

ヒトパッチテスト
　人の皮膚にe+を加工した繊維製品を接触させ、経過を観察する試験

繊維製品のホルマリン試験
　e+を加工した繊維製品から出てくるホルマリンの量を測定する試験

溶射製品からの溶出物試験
　溶射製品で処理した水が飲料水に適合するかどうかを確認する試験

１．-１１　安全性データ



信州セラミックス基本特
許■低温溶射法（特許2585946号）により高温弱体素材（不織布、樹脂等）に対し、基材を損傷すること

なくe+加工被膜の形成を実現する。
■e+の塗料化(特許2963657号)により、繊維製品等へのe+加工が可能になる。

技術開発動向 第三者による審査と評価

●ＶＥＣ（財団法人　ﾍﾞﾝﾁｬｰｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞｾﾝﾀｰ）
経済産業省外郭団体光触媒開発案件の債務
保証認定（平成10年11月）

●社団法人研究産業協会と電気学会
低温溶射法（高機能ﾀｲﾌﾟ）は社団法人研究産
業協会と電気学会の協同調査をまとめた著名
な論文、『聞き取り調査から得られるもの』（永
田 宇征氏著）の中で、「戦後の日本の技術開
発において顕著な業績を残した研究者」60余人
の一つに収録されております。（主な対象品：炭
素繊維の開発、ｳｫｰｸﾏﾝの開発、黒部第四ﾀﾞﾑ
の建設等）
※低温溶射法（高機能ﾀｲﾌﾟ）は、「低温溶射技
術を利用したｾﾗﾐｯｸｽ複合材料の開発」として、
紹介されております。

１．-１２　第三者評価



日本アレルギー学会にて
小児科医のドクターより、０
歳～37歳の皮膚感染症患
者への臨床試験結果を発
表。

日本バイオセーフティー
学会にてセラミックス複
合材の抗菌製品の抗菌
製品の現状を発表。

防菌防黴学会の学会誌
「防菌防黴」に国内を代
表する企業にから光触
媒の連載が組まれる。
その中で、医療現場へ
の応用例として論文掲
載。

第4回国際歯科学会に
て、日本歯科大学とセラ
ミックス複合材を添加し
た抗菌性寒天印象材の
開発を発表。

１．-１３　学会発表及び論文発表



１．-１４　要約

１．「 e＋」は「光触媒」の欠点を他の技術で補った特殊なもので、実用性の無い所謂「光触媒」ではない。

２．「 e＋」溶融タイプ(水)・塗料タイプ(空気・繊維)の２種類有り、何れも基本特許が成立している。

３．「 e＋」の一番の特徴はセラミックス複合材料で、薬剤のように溶け出して作用するものではない。

４．「 e＋」は昭和５８年厚生省令の食品添加物に認定された素材のみで構成されている。

５．.自社ブランド水の浄化装置「 e＋water」の殺菌能力は次亜塩素酸ソーダ1ppmに相当する能力がある。

　　用途は、飲料水・クーリングタワー・温泉・半導体洗浄水・プール・噴水等

６．自社ブランド業務用空気浄化装置「e＋air」のHEPAフイルターは次の効果が確認されている。(BMSA) 

　　①ラボベースでインフルエンザウイルス-Aの３０分での特殊吸着機能と２時間での不活化

　　②HEPAフイルターで浮遊細菌の殺菌(殺菌機能のある　(HEPAフイルターでの殺菌は世の中で初めてのこと) 

　　③継続した消臭機能

　　用途は、病院介護施設在宅療養等での感染消臭・ペットの消臭・食品の衛生管理・半導体クリーンルーム等

７． 「 e＋」の本提案は、安全性と実効性が高度に問われる医療現場での実績を背景とした提案である。この結

　　果は薬剤に頼らない次世代の環境浄化技術として多くの用途に用いられることを期待している。具体的にはコ

　　ンピューターのインテルのCPUのようなイメージで市場で用いられる事を願っている。


